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一
　
は
じ
め
に

　
『
今
昔
物
語
集
』（
以
下
『
今
昔
』
と
略
す
）
巻
十
四
第
四
十
二
話
「
依
尊
勝

陀
羅
尼
験
力
遁
鬼
難
語
」
は
、
藤
原
常
行
（
八
三
六
〜
八
七
五
）
が
若
い
頃
に

百
鬼
夜
行
と
遭
遇
し
、
乳
母
が
あ
ら
か
じ
め
彼
の
襟
元
に
縫
い
込
ん
だ
尊
勝
陀

羅
尼
の
験
力
に
よ
り
難
を
逃
れ
た
話
で
あ
る
。
話
末
評
に
は
、
こ
れ
は
尊
勝
陀

羅
尼
を
護
符
と
し
て
身
に
つ
け
る
習
わ
し
の
由
来
と
す
る
。

　

し
か
し
、
本
話
と
同
類
話
の
関
係
に
あ
る
話
を
確
認
す
る
と
、
注
目
す
べ
き

点
が
み
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
尊
勝
陀
羅
尼
の
利
益
を
説
く
一
群
の
百
鬼
夜
行

説
話
に
お
い
て
、
主
人
公
は
す
べ
て
藤
原
北
家
の
人
物
な
の
で
あ
る
。
本
話
の

藤
原
常
行
以
外
に
も
、
藤
原
高
藤
（
八
三
八
〜
九
〇
〇
）・
藤
原
実
頼
（
九
〇

〇
〜
九
七
〇
）・
藤
原
師
輔
（
九
〇
八
〜
九
六
〇
）
に
ま
つ
わ
る
逸
話
が
、
百

鬼
夜
行
譚
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。
も
し
か
す
る
と
、
こ
の
種
の
説
話
が
世
に
広

ま
っ
た
背
景
に
、
藤
原
氏
の
意
図
的
営
為
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
で

は
、
そ
れ
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、

人
々
は
当
時
尊
勝
陀
羅
尼
を
ど
の
よ
う
に
信
仰
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

馬
場
あ
き
子
氏
は
、「
日
本
の
鬼
は
、
摂
関
政
治
の
興
隆
繁
栄
と
と
も
に
形

象
化
を
と
げ
て
い
っ
た
一
面
が
あ
り
、
そ
れ
が
鬼
の
性
格
の
一
要
素
に
な
っ
て

い
る
）
1
（

」
と
指
摘
し
て
い
る
。
平
安
期
に
お
け
る
摂
関
家
、
す
な
わ
ち
藤
原
氏
の

栄
華
を
語
る
た
め
に
、
彼
ら
を
主
人
公
と
す
る
鬼
の
説
話
が
大
い
に
作
ら
れ
、

後
世
に
ま
で
伝
え
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
百
鬼
夜
行
説
話
は
、
ま

さ
に
そ
の
一
つ
だ
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

伊
藤
昌
広
氏
の
研
究
を
は
じ
め
、
い
ま
ま
で
の
百
鬼
夜
行
説
話
研
究
）
2
（

で
は
、

百
鬼
夜
行
の
正
体
や
鬼
の
造
形
に
焦
点
を
当
て
た
も
の
が
多
い
。
し
か
し
、
尊

勝
陀
羅
尼
の
利
益
を
説
く
話
の
主
人
公
が
、
例
外
な
く
藤
原
氏
の
人
物
で
あ
る

事
実
に
注
目
し
、
両
者
の
関
係
を
考
察
す
る
詳
し
い
研
究
は
、
未
だ
な
さ
れ
て

い
な
い
。
そ
こ
で
小
稿
で
は
、
百
鬼
夜
行
説
話
の
記
述
内
容
に
注
目
し
、
当
時

の
日
記
な
ど
古
記
録
を
辿
り
つ
つ
、
藤
原
氏
に
お
け
る
尊
勝
陀
羅
尼
の
信
仰
の

実
態
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
古
代
中
世
の
日
本
に
お

百
鬼
夜
行
説
話
に
み
る
尊
勝
陀
羅
尼
信
仰
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け
る
尊
勝
陀
羅
尼
信
仰
の
一
端
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ

う
。

二
　
院
政
期
ま
で
の
尊
勝
陀
羅
尼
信
仰

　

現
存
す
る
中
世
ま
で
の
文
献
に
確
認
で
き
る
、
藤
原
氏
の
人
物
が
百
鬼
夜
行

に
遭
遇
す
る
話
の
一
覧
は
、
次
の
通
り
。（　

）
内
は
、
作
品
中
の
主
人
公
の

呼
称
で
あ
る
。

Ａ　
『
栄
花
物
語
』
巻
八
「
は
つ
は
な
」（
左
衛
門
督
）

Ｂ　
『
大
鏡
』
地
巻
「
右
大
臣
師
輔
」（
右
大
臣
師
輔
）

Ｃ　
『
江
談
抄
』
巻
三
第
三
十
八
話
「
野
篁
幷
高
藤
卿
遇
百
鬼
夜
行
事
」

（
中
納
言
中
将
、
高
藤
卿
）

Ｄ　
『
打
聞
集
』
第
二
十
三
話
「
尊
勝
陀
羅
尼
事
」（
西
三
条
大
殿
御
子
若

君
、
大
将
、
経
行
）

Ｅ　
『
古
本
説
話
集
』
第
五
十
一
話
「
西
三
条
殿
若
君
遭
百
鬼
夜
行
事
」

（
西
三
条
殿
の
若
君
）

Ｆ　
『
今
昔
』
巻
十
四
第
四
十
二
話
「
依
尊
勝
陀
羅
尼
験
力
遁
鬼
難
語
」

（
大
納
言
左
大
将
常
行
）

Ｇ　
『
宝
物
集
』
巻
四
・
第
二
・
三
宝
「
帰
依
法
」（
九
条
右
大
臣
殿
師
輔

　
　

）

Ｈ　
『
宝
物
集
』
巻
四
・
第
二
・
三
宝
「
帰
依
法
」（
西
三
条
大
将
常
行
）

Ｉ　
『
元
亨
釈
書
』
巻
二
十
九
・
志
三
・
拾
遺
志
「
藤
常
行
」（
右
僕
射
良

相
之
季
子
、
藤
常
行
）
3
（

）

Ｊ　
『
真
言
伝
』
巻
四
「
常
行
」（
西
三
条
大
臣
子
常
行
大
将
）

Ｋ　
『
真
言
伝
』
巻
四
「
九
条
右
大
臣
」（
九
条
右
大
臣
師
輔
公

　
　
　

）

Ｌ　
『
説
経
才
学
抄
』
巻
四
下
・
諸
聖
教
説
釈
（
西
三
条
ノ
大
臣
御
子
若
公
、

大
将
、
経
行
）

Ｍ　
『
和
久
良
半
の
御
法
』（
賢
人
の
大
臣
実
資

　
　

）

Ｎ　
『
文
明
年
中
応
制
詩
歌
』
禅
林
応
制
詩
（
小
野
宮
大
臣
）

Ｏ　
『
永
正
五
年
狂
歌
合
』（
一
五
〇
八
）
正
月
二
日
・
二
番
（
小
野
宮
殿
）

Ｐ　
『
付
喪
神
記
』（
関
白
殿
下
）
4
（

）

右
記
十
六
例
中
、
Ａ
・
Ｍ
・
Ｎ
・
Ｏ
の
四
例
を
除
き
、
残
り
の
十
二
例
は
、
全

て
尊
勝
陀
羅
尼
の
利
益
を
説
い
て
い
る
。
話
の
主
人
公
で
あ
る
が
、
藤
原
常
行

は
、
Ｄ
・
Ｅ
・
Ｆ
・
Ｈ
・
Ｉ
・
Ｊ
・
Ｌ
の
七
例
に
登
場
し
最
も
多
く
、
そ
れ
に

次
ぐ
藤
原
師
輔
は
Ｂ
・
Ｇ
・
Ｋ
の
三
例
）
5
（

で
、
藤
原
高
藤
（
Ｃ
）
と
藤
原
実
頼
（
Ｐ
）

は
そ
れ
ぞ
れ
一
例
の
み
で
あ
る
。
四
人
の
間
柄
を
左
の
略
系
図
で
確
認
す
る
と
、

常
行
と
高
藤
と
は
従
兄
弟
で
あ
り
、
兄
弟
同
士
で
あ
る
師
輔
と
実
頼
は
二
人
の

従
甥
孫
に
あ
た
る
。
尊
勝
陀
羅
尼
の
功
徳
に
よ
っ
て
百
鬼
夜
行
か
ら
身
を
守
っ図１　藤原北家略系図
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た
と
い
う
話
は
、
藤
原
北
家
本
流
の
子
孫
た
ち
に
受
け
継
が
れ
て
い
た
よ
う
に

み
え
る
。
で
は
、
尊
勝
陀
羅
尼
が
百
鬼
夜
行
を
退
治
す
る
利
益
は
、
な
ぜ
藤
原

氏
の
人
物
に
ま
つ
わ
る
話
に
し
か
み
ら
れ
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

　

そ
れ
に
は
、
二
つ
の
理
由
が
考
え
ら
れ
る
。
第
一
に
は
、
平
安
時
代
に
お
い

て
、
貴
族
や
上
級
僧
侶
の
よ
う
な
支
配
階
層
に
、
尊
勝
陀
羅
尼
の
受
容
が
限
ら

れ
て
い
た
ら
し
い
こ
と
で
あ
る
）
6
（

。
第
二
は
、
藤
原
北
家
の
人
々
に
ま
つ
わ
る
伝

承
を
、
一
覧
に
し
て
は
じ
め
て
気
づ
く
も
の
で
、
つ
ま
り
こ
の
よ
う
な
話
が
意

図
的
に
作
り
出
さ
れ
膨
ら
ま
さ
れ
た
か
も
し
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
尊
勝
陀
羅
尼
の
受
容
に
つ
い
て
概
観
す
る
。
尊
勝
陀
羅
尼
は
、
唐
の

永
淳
二
年
（
六
八
三
）
に
仏
陀
波
利
に
よ
っ
て
梵
本
が
中
国
に
伝
わ
り
、
の
ち

に
数
度
に
わ
た
り
漢
訳
さ
れ
て
、
敦
煌
に
ま
で
信
仰
が
広
ま
っ
た
）
7
（

。
そ
の
半
世

紀
後
に
は
、
日
本
に
将
来
さ
れ
、
国
家
事
業
と
し
て
の
一
切
経
書
写
に
取
り
上

げ
ら
れ
て
い
た
）
8
（

。
以
後
、
入
唐
僧
た
ち
に
よ
っ
て
継
続
的
に
写
本
や
訳
本
が
齎

さ
れ
、
朝
廷
や
貴
族
の
間
で
は
、
そ
れ
を
用
い
た
安
産
祈
願
や
悔
過
儀
礼
な
ど

仏
事
の
実
践
が
本
格
化
し
て
い
た
。
と
り
わ
け
追
善
や
往
生
祈
願
を
目
的
と
す

る
仏
事
に
お
い
て
頻
り
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
）
9
（

。

　

例
え
ば
、
良
源
は
、
天
禄
三
年
（
九
七
二
）
五
月
三
日
の
遺
告
（『
平
安
遺
文
』

巻
二
﹇
三
〇
五
﹈）
に
お
い
て
、
随
求
・
大
仏
頂
・
尊
勝
・
光
明
・
五
字
阿
弥

陀
等
真
言
を
安
置
し
た
石
卒
塔
婆
を
墓
所
の
標
と
す
る
と
定
め
た
。
源
信
は
、

『
往
生
要
集
』
大
文
第
三
（
大
正
八
四
‐
四
六
中
）
に
お
い
て
、『
仏
頂
尊
勝
陀

羅
尼
経
』
の
教
え
が
、
極
楽
往
生
を
も
っ
ぱ
ら
勧
め
て
い
る
と
す
る
。『
小
右

記
』
寛
弘
二
年
（
一
〇
〇
五
）
正
月
二
十
四
日
条
に
よ
る
と
、
藤
原
実
資
は
厄

年
に
あ
た
り
、
息
災
の
た
め
に
尊
勝
陀
羅
尼
を
日
に
五
十
遍
読
誦
す
る
こ
と
を

天
台
座
主
の
覚
慶
に
勧
め
ら
れ
た
が
、
多
す
ぎ
る
と
い
う
こ
と
で
三
十
遍
に
減

ら
し
た
（
二
月
四
日
条
）。
同
寛
弘
九
年
（
一
〇
一
二
）
五
月
二
十
七
日
条
に
は
、

一
条
天
皇
の
一
周
忌
で
尊
勝
陀
羅
尼
の
書
写
供
養
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ

て
い
る
。

　

ま
た
、
文
学
作
品
で
は
、『
う
つ
ほ
物
語
』「
俊
蔭
」
に
お
い
て
、
尊
勝
陀
羅

尼
を
読
誦
す
る
人
を
供
養
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
輪
廻
生
死
の
罪
を
滅
ぼ
し
、
人

身
を
得
て
仏
に
逢
う
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
く
だ
り
が
知
ら
れ
て
い
る
。『
日

本
往
生
極
楽
記
』
第
十
二
話
「
延
暦
寺
東
塔
住
僧
某
甲
」（『
今
昔
』
巻
十
五
第

六
話
「
比
叡
山
頸
下
有
癭
僧
往
生
語
」
に
書
承
）・
同
第
十
六
話
「
延
暦
寺
座

主
僧
正
延
昌
」（『
法
華
験
記
』
巻
上
第
六
話
「
叡
山
西
塔
平
等
坊
延
昌
僧
正
」

に
書
承
）
や
、『
法
華
験
記
』
巻
中
第
百
四
話
「
越
中
前
司
藤
原
仲
遠
」（『
今
昔
』

第
四
十
五
話
「
越
中
前
司
藤
原
仲
遠
、
往
生
兜
率
語
」
に
書
承
）
等
の
往
生
伝

や
霊
験
譚
に
は
、
尊
勝
陀
羅
尼
を
読
誦
す
る
こ
と
を
往
生
の
行
業
と
す
る
記
述

が
み
え
る
。『
建
礼
門
院
右
京
大
夫
集
』
第
百
九
段
「
六
の
道
し
る
べ
」
に
お

い
て
は
、
尊
勝
陀
羅
尼
を
書
写
し
て
死
者
を
弔
う
場
面
が
あ
る
）
10
（

。

　

以
上
の
よ
う
に
、
文
献
や
記
録
を
見
た
限
り
で
は
、
尊
勝
陀
羅
尼
は
平
安
時

代
に
お
い
て
、
主
に
貴
族
社
会
や
上
級
僧
侶
の
階
層
に
受
容
さ
れ
て
い
た
よ
う

で
あ
る
。
し
か
し
、
一
般
庶
民
の
間
で
ど
れ
だ
け
流
布
し
て
い
た
の
か
、
ま
た

ど
の
よ
う
に
信
仰
さ
れ
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
残
念
な
が
ら
関
連
史
料
が

乏
し
く
詳
細
は
分
か
ら
な
い
。
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三
　
尊
勝
陀
羅
尼
に
よ
り
百
鬼
夜
行
の
難
を
逃
れ
る
伝
承

　

本
節
お
よ
び
次
節
で
は
、
藤
原
氏
を
主
人
公
と
す
る
百
鬼
夜
行
説
話
に
お
い

て
、
最
も
流
布
し
て
い
た
藤
原
常
行
の
伝
承
に
注
目
し
、
そ
の
説
話
の
構
造
を

分
析
し
な
が
ら
、
各
要
素
が
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て
い
た
の
か
、
そ
こ
に
は
意

図
的
な
営
為
が
あ
る
の
か
ど
う
か
を
検
討
し
た
い
。
小
稿
第
二
節
で
挙
げ
た
八

話
の
中
、
話
の
要
素
が
最
も
揃
っ
て
い
る
の
は
、
Ｆ
『
今
昔
』
巻
十
四
第
四
十

二
話
「
依
尊
勝
陀
羅
尼
験
力
遁
鬼
難
語
」
で
あ
る
。
そ
こ
で
ま
ず
『
今
昔
』
の

こ
の
説
話
を
中
心
に
考
察
し
て
い
き
た
い
。
便
宜
上
、
そ
の
全
文
を
五
つ
（
Ⅰ

〜
Ⅴ
）
に
分
け
て
提
示
し
つ
つ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
問
題
点
を
論
じ
て
い
く
。
な
お
、

内
容
的
に
Ⅰ
〜
Ⅲ
は
常
行
が
百
鬼
夜
行
と
遭
遇
し
て
尊
勝
陀
羅
尼
に
よ
り
難
を

逃
れ
た
様
子
を
述
べ
て
お
り
、
Ⅳ
〜
Ⅴ
は
こ
の
伝
承
の
後
日
談
に
当
た
る
。
し

た
が
っ
て
、
第
三
節
で
は
前
半
の
Ⅰ
〜
Ⅲ
、
第
四
節
で
は
後
半
の
Ⅳ
〜
Ⅴ
を
検

討
す
る
。

Ⅰ　

今
昔
、
ａ
延
喜

0

0

ノ
御
代
ニ
、
西
三
条
ノ
右
大
臣
ト
申
ス
人
御
ケ
リ
。
御

名
ヲ
バ
良
相

0

0

ト
ゾ
云
ケ
ル
。
其
ノ
大
臣
ノ
御
子
ニ
、
大
納
言
ノ
左
大
将
ニ

テ
常
行

0

0

ト
云
フ
人
御
ケ
リ
。
其
ノ
大
将
未
ダ
童
ニ
テ
、
勢
長
ノ
時
マ
デ
、

冠
ヲ
モ
不
着
ズ
シ
テ
ゾ
御
ケ
ル
。
其
ノ
人
ノ
形
美
麗
シ
テ
、
心
ニ
色
ヲ
好

テ
、
女
ヲ
愛
念
ス
ル
事
並
無
カ
リ
ケ
リ
。
然
レ
バ
、
夜
ニ
成
レ
バ
家
ヲ
出

テ
東
西
ニ
行
ク
ヲ
以
テ
業
ト
ス
。

　

ま
ず
冒
頭
に
、「
延
喜
ノ
御
代
」
と
明
記
す
る
の
は
、『
今
昔
』
の
み
で
あ
り
、

同
類
話
に
そ
の
記
述
は
皆
無
で
あ
る
。
し
か
も
、
諸
注
釈
書
に
指
摘
さ
れ
る
よ

う
に
、
延
喜
の
御
代
は
醍
醐
天
皇
（
八
八
五
〜
九
三
〇
）
の
治
世
で
あ
る
が
、

本
話
の
主
人
公
で
あ
る
常
行
に
し
て
も
、
同
じ
く
登
場
し
た
そ
の
父
親
の
良
相

（
八
一
三
〜
八
六
七
）
に
し
て
も
、
二
人
と
も
清
和
天
皇
（
八
五
〇
〜
八
八
〇
）

の
治
世
に
薨
じ
て
い
る
）
11
（

の
で
、
時
代
的
に
合
わ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、「
延
喜

ノ
御
代
」
は
編
者
の
「
付
加
し
た
誤
記
か
」（
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
頭
注
）

と
も
さ
れ
る
。
し
か
し
、
な
ぜ
編
者
は
こ
の
よ
う
な
誤
り
を
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
「
は
じ
め
に
」
や
第
二
節
で
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
尊
勝
陀
羅
尼
の
験
力
に

よ
り
百
鬼
夜
行
の
難
を
逃
れ
る
伝
承
は
、
藤
原
高
藤
・
藤
原
実
頼
・
藤
原
師
輔

に
も
あ
る
。
そ
し
て
、
三
人
が
生
存
し
て
い
た
時
期
は
、
ま
さ
に
醍
醐
天
皇
の

治
世
と
重
な
る
部
分
が
あ
る
）
12
（

。『
今
昔
』
の
編
者
は
、
常
行
・
高
藤
・
実
頼
・

師
輔
の
四
人
が
活
躍
し
た
時
期
を
混
乱
し
て
、
こ
の
よ
う
に
誤
っ
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
同
じ
霊
験
を
蒙
っ
た
血
縁
関
係
者
が
複
数
い
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ

の
話
が
入
り
混
じ
っ
て
伝
わ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
）
13
（

。
こ
こ
に
、
百
鬼
夜
行

説
話
が
膨
ら
ん
で
い
く
過
程
の
一
端
が
窺
え
よ
う
。

Ⅱ　

而
ル
間
、
大
臣
ノ
家
ノ
西
ノ
大
宮
ヨ
リ
ハ
東
、
三
条
ヨ
リ
ハ
北
、
此
レ

ヲ
西
三
条
ト
云
フ
。
其
レ
ニ
、
此
ノ
若
君
ミ
、
東
ノ
京
ニ
愛
念
ス
ル
女
有

ケ
レ
バ
、
常
ニ
行
キ
ケ
ル
ヲ
、
ｂ
父
母
夜
行

0

0

ヲ
恐
テ
強
ニ
制
シ
給
ヒ
ケ
レ

バ
、
窃
ニ
、
人
ニ
モ
不
令
知
ズ
シ
テ
、
侍
ノ
馬
ヲ
召
テ
、
小
舎
人
童
・
馬

ノ
舎
人
許
ヲ
具
シ
テ
、
大
宮
登
リ
ニ
出
デ
丶
東
ザ
マ
ニ
行
キ
ケ
ル
ニ
、
美
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福
門
ノ
前
ノ
程
ヲ
行
ク
ニ
、
東
ノ
大
宮
ノ
方
ヨ
リ
多
ノ
人
、
火
ヲ
燃
シ
テ

喤
テ
来
。
若
君
此
レ
ヲ
見
テ
云
ク
、「
彼
レ
何
人
ノ
来
ル
ナ
ル
ラ
ム
。
何

ニ
カ
可
穏
キ
」
ト
。
小
舎
人
童
ノ
云
ク
、「
昼
ル
見
候
ツ
レ
バ
、
神
泉
ノ

北
ノ
門
コ
ソ
開
テ
候
ヒ
ツ
レ
。
其
レ
ニ
入
テ
、
戸
ヲ
閉
テ
、
暫
ク
御
マ
シ

テ
令
過
メ
給
ヘ
」
ト
。
若
君
喜
テ
馳
テ
、
ｃ
神
泉
ノ
北
ノ
門

0

0

0

0

0

0

ノ
開
タ
ル
ニ

打
入
テ
、
馬
ヨ
リ
下
テ
柱
ノ
本
ニ
曲
リ
居
ヌ
。

　

こ
こ
で
は
、
二
点
に
つ
い
て
注
目
し
た
い
。
ま
ず
傍
線
部
ｂ
で
、
常
行
が
東

の
京
に
住
む
女
に
頻
繁
に
会
い
に
行
く
た
め
、
父
母
は
「
夜
行

0

0

」
を
恐
れ
て
強

く
禁
じ
て
い
た
と
す
る
。
こ
の
「
夜
行
」
は
、
百
鬼
夜
行
を
指
す
と
理
解
で
き

よ
う
。
も
し
そ
の
意
で
あ
る
な
ら
、
Ⅳ
の
傍
線
部
ｆ
に
あ
る
「
忌
夜
行
日
」
と

と
も
に
、
百
鬼
夜
行
を
示
す
言
葉
と
し
て
、
首
尾
呼
応
し
て
い
る
。
こ
れ
と
類

似
す
る
発
想
の
も
の
と
し
て
、
第
二
節
で
挙
げ
た
Ａ
『
栄
花
物
語
』
巻
八
「
は

つ
は
な
」
に
、
次
の
よ
う
な
話
が
あ
る
。

か
く
て
日
ご
ろ
あ
り
て
御
露
顕
な
れ
ば
、
御
供
に
参
る
べ
き
人
々
、
み
な

殿
の
御
前
選
り
定
め
さ
せ
た
ま
へ
り
。
そ
の
夜
の
有
様
、
い
さ
さ
か
心
も

と
な
き
こ
と
な
く
し
つ
く
さ
せ
た
ま
へ
り
。
男
君
の
御
心
ざ
し
の
ほ
ど
、

有
様
の
め
で
た
さ
、
御
品
、
ほ
ど
に
よ
る
わ
ざ
に
も
あ
ら
ず
の
み
こ
そ
は

あ
め
れ
、
さ
れ
ど
こ
の
御
仲
ら
ひ
い
と
め
で
た
し
。
宮
い
と
か
ひ
あ
り
て

思
し
見
た
て
ま
つ
ら
せ
た
ま
ふ
。
六
条
に
明
暮
の
御
歩
き
も
、
路
の
ほ
ど

な
ど
に
、
夜
行
の
夜

0

0

0

0

な
ど
も
お
の
づ
か
ら
あ
り
あ
ふ
ら
ん
、
い
と
う
し
ろ

め
た
き
こ
と
な
り
と
思
し
て
、
上
つ
方
に
さ
べ
き
御
さ
ま
に
と
掟
て
き
こ

え
さ
せ
た
ま
ふ
。

藤
原
道
長
の
長
子
・
頼
通
と
、
具
平
親
王
の
娘
・
隆
姫
と
の
結
婚
は
何
事
も
な

く
無
事
に
終
わ
り
、
二
人
が
仲
睦
ま
じ
く
し
て
い
た
。
親
王
は
そ
れ
を
う
れ
し

く
思
う
と
同
時
に
、
頼
通
の
夜
の
通
い
を
案
ず
る
（
傍
線
部
）。
通
い
婚
で
あ
っ

た
当
時
、
二
人
の
仲
が
よ
い
の
な
ら
ば
、
禁
忌
な
ど
構
わ
ず
常
に
通
う
こ
と
は

当
然
あ
り
う
る
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
こ
こ
で
具
平
親
王
は
、
頼
通
が
百
鬼
夜
行

の
夜
に
行
き
合
う
こ
と
を
心
配
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
傍
線
部
ｂ
と
通

じ
て
い
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
貴
族
の
御
曹
司
が
女
性
の
家
に
通
う
こ
と
を
親
が

心
配
す
る
原
因
の
一
つ
と
し
て
、
百
鬼
夜
行
と
の
遭
遇
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い

か
。
話
の
主
人
公
は
異
な
る
が
、
同
じ
く
藤
原
北
家
で
あ
る
点
は
見
逃
し
難
い
。

　

次
に
傍
線
部
ｃ
で
は
、
常
行
が
百
鬼
夜
行
と
遭
遇
し
た
場
所
は
神
泉
苑
の
北

門
あ
た
り
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
Ｂ
『
大
鏡
』
地
巻
「
右
大

臣
師
輔
」
に
あ
る
、
師
輔
が
百
鬼
夜
行
と
遭
遇
し
た
「
あ
は
は
の
辻
」
と
か
な

り
近
い
。「
あ
は
は
の
辻
」
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
平
安
鎌
倉
期
文
献
に
み
る

警
蹕
の
魔
除
け
機
能
│
そ
の
由
来
に
つ
い
て
│
）
14
（

」
に
お
い
て
、
論
述
し
た
の
で
、

こ
こ
で
は
繰
り
返
さ
な
い
。
結
論
の
み
述
べ
れ
ば
、
同
じ
場
所
で
血
縁
関
係
の

あ
る
藤
原
氏
の
異
な
る
人
物
（
常
行
と
師
輔
）
が
、
同
じ
手
段
（
尊
勝
陀
羅
尼
）

に
よ
っ
て
同
一
怪
異
（
百
鬼
夜
行
）
の
難
を
逃
れ
る
と
い
う
類
似
は
、
こ
の
伝

承
が
類
型
化
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
意
味
し
よ
う
。

Ⅲ　

其
ノ
時
ニ
、
火
燃
タ
ル
者
共
過
グ
。「
何
者
ゾ
」
ト
戸
ヲ
細
ソ
目
ニ
開

テ
見
レ
バ
、
ｄ
早
ウ
、
人
ニ
ハ
非
デ
鬼
共
也
ケ
リ
。
様
〻
ノ
怖
シ
気
ナ
ル

形
也
。
此
レ
ヲ
見
テ
、「
鬼
也
ケ
リ
」
ト
思
フ
ニ
、
肝
迷
ヒ
心
砕
テ
、
更
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ニ
物
ノ
不
思
ズ
。
目
モ
暮
テ
□
□
□
臥
タ
ル
ニ
、
聞
ケ
バ
、
鬼
共
過
グ
ト

テ
云
ナ
ル
様
、「
此
ニ
気
ハ
ヒ
コ
ソ
ス
レ
。
彼
レ
搦
メ
候
ハ
ム
」
ト
云
テ
、

者
一
人
走
リ
係
テ
来
ナ
リ
。「
我
ガ
身
、
今
ハ
限
リ
ゾ
」
ト
思
フ
ニ
、
近

ク
モ
不
寄
来
ズ
シ
テ
走
リ
返
ヌ
ナ
リ
。
亦
音
有
テ
、「
何
ゾ
不
搦
ザ
ル
」

ト
云
ヘ
バ
、
此
ノ
来
ツ
ル
者
ノ
云
ク
、「
否
不
搦
得
ザ
ル
也
」
ト
云
フ
ニ
、

「
何
ノ
故
ニ
不
搦
ザ
ル
ゾ
。

ニ
搦
メ
ヨ
」
ト
行
ヘ
バ
、
亦
他
ノ
鬼
走
リ

来
ル
。
亦
前
ノ
如
ク
近
ク
モ
不
寄
来
ズ
シ
テ
走
リ
返
ヌ
。「
何
ゾ
。
搦
タ

リ
ヤ
」
ト
云
フ
ニ
、「
尚
、
不
搦
得
ザ
ル
也
」
ト
云
ヘ
バ
、「
怪
キ
事
ヲ
申

ス
カ
ナ
。
我
レ
搦
メ
ム
」
ト
云
テ
、
此
ク
俸
ツ
ル
者
走
リ
係
テ
来
ル
ニ
、

始
ヨ
リ
ハ
近
ク
来
テ
、
既
ニ
手
係
ク
許
リ
来
ヌ
。「
今
ゾ
限
リ
也
ケ
ル
」

ト
思
フ
間
ニ
、
亦
走
リ
返
ヌ
。「
何
ニ
」
ト
問
フ
ナ
レ
バ
、「
実
ニ
不
搦
得

ザ
ル
、
理
也
ケ
リ
」
ト
云
ヘ
バ
、
亦
、「
何
ナ
レ
バ
然
ル
ゾ
」
ト
問
フ
ナ

レ
バ
、「
尊
勝
真
言
ノ
御
マ
ス
也
ケ
リ
」
ト
云
フ
ニ
、
其
ノ
音
ヲ
聞
テ
、

多
ク
燃
タ
ル
火
ヲ
一
度
ニ
打
消
ツ
、
東
西
ニ
走
リ
散
ル
音
シ
テ
失
ヌ
。
中

〻
、
其
ノ
後
、
頭
ノ
毛
太
リ
テ
物
不
思
エ
ズ
。

　

傍
線
ｄ
は
、『
今
昔
』
と
他
の
全
て
の
同
類
話
が
、
大
き
く
異
な
る
箇
所
で

あ
る
。
例
え
ば
、
Ｅ
『
古
本
説
話
集
』
に
「
手
三
つ
付
き
て
、
足
一
つ
付
き
た

る
物
あ
り
、
目
一
付
き
た
る
者
あ
り
」
と
あ
り
、
百
鬼
夜
行
の
形
状
描
写
が
施

さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、『
今
昔
』
に
は
そ
れ
が
な
い
。
そ
の
理
由
は
定
か
で

は
な
い
が
、
百
鬼
夜
行
の
神
秘
性
を
一
層
増
幅
さ
せ
る
効
果
が
あ
っ
た
の
で
は

な
い
か
。
ち
な
み
に
、
高
藤
・
師
輔
の
伝
承
（
Ｃ
『
江
談
抄
』・
Ｂ
『
大
鏡
』）

に
お
い
て
も
、
鬼
の
形
状
描
写
は
ど
ち
ら
に
も
な
い
。
た
だ
、
高
藤
の
場
合
（
Ｃ

『
江
談
抄
』）、
百
鬼
夜
行
と
遭
遇
し
た
の
は
、
閻
魔
庁
第
二
の
冥
官
で
あ
る
小

野
篁
（
八
〇
二
〜
八
五
二
）
の
仕
業
で
あ
っ
た
）
15
（

。
そ
れ
を
踏
ま
え
れ
ば
、
百
鬼

夜
行
と
冥
府
の
獄
卒
と
何
ら
か
の
関
係
が
あ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
で

あ
れ
ば
、
他
の
常
行
の
伝
承
に
み
る
、
獄
卒
と
類
似
す
る
百
鬼
夜
行
の
形
状
描

写
も
納
得
で
き
よ
う
）
16
（

。

　

一
旦
こ
こ
ま
で
を
ま
と
め
る
と
、
Ｆ
が
代
表
す
る
藤
原
常
行
に
ま
つ
わ
る
百

鬼
夜
行
伝
承
に
お
い
て
、
前
半
部
分
（
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ
）
す
な
わ
ち
主
人
公
の
登

場
か
ら
尊
勝
陀
羅
尼
の
験
力
に
よ
り
鬼
難
を
逃
れ
た
ま
で
の
各
構
成
要
素
は
、

他
の
藤
原
氏
の
人
物
の
伝
承
と
交
渉
を
持
つ
部
分
が
多
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
伝
承

が
入
り
混
じ
る
な
ど
し
て
、
類
型
化
さ
れ
た
百
鬼
夜
行
説
話
が
出
来
上
が
っ
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

四
　
護
符
と
し
て
の
尊
勝
陀
羅
尼

　

後
日
談
を
含
め
Ｆ
の
後
半
は
、
尊
勝
陀
羅
尼
を
護
符
と
し
て
用
い
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
き
っ
か
け
を
物
語
っ
て
い
る
。

Ⅳ　

然
レ
ド
モ
、
此
ク
テ
可
有
キ
事
ニ
非
ネ
バ
、
我
レ
ニ
モ
非
デ
馬
ニ
乗
テ
、

西
三
条
ニ
返
ヌ
。
曹
司
ニ
行
テ
、
心
地
極
テ
悪
シ
ケ
レ
バ
、
弱
ラ
臥
ヌ
。

身
ニ
暑
ク
成
タ
リ
。
乳
母
、「
何
ク
ニ
行
キ
給
ツ
ル
ゾ
」
ト
、「
殿
・
御
前

ノ
此
ク
許
令
申
メ
給
フ
ニ
、「
夜
深
ク
行
カ
セ
給
フ
」
ト
聞
カ
セ
給
ハ
ヾ
、

何
ニ
申
サ
セ
給
ハ
ム
」
ナ
ド
云
テ
、
近
ク
寄
テ
見
ル
ニ
、
極
テ
苦
シ
気
ナ
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レ
バ
、「
何
ゾ
苦
シ
気
ニ
ハ
御
マ
ス
ゾ
」
ト
云
テ
、
身
ヲ
掻
キ
捜
レ
バ
、

極
テ
暑
シ
。
然
レ
バ
、
乳
母
、「
此
ハ
御
マ
ス
ゾ
」
ト
云
テ
、
迷
ヨ
フ
。

其
ノ
時
ニ
、
若
君
有
ツ
ル
様
ヲ
語
リ
給
ケ
レ
バ
、
乳
母
、「
奇
異
カ
リ
ケ

ル
事
カ
ナ
。
去
年
、
ｅ
己
レ
ガ
兄
弟
ノ
阿
闍
梨

0

0

0

ニ
云
テ
、
尊
勝
陀
羅
尼
ヲ

令
書
テ
、
御
衣
ノ
頸

0

0

0

0

ニ
入
レ
シ
ガ
、
此
ク
貴
カ
リ
ケ
ル
事
。
若
シ
不
然
マ

シ
カ
バ
、
何
ナ
ラ
マ
シ
」
ト
云
テ
、
若
君
ノ
額
ニ
手
ヲ
当
テ
丶
泣
ク
事
無

限
シ
。
此
ク
テ
三
四
日
許
暑
シ
テ
、
様
〻
ノ
祈
共
被
始
レ
テ
、
父
母
モ
囂

ギ
給
ヒ
ケ
リ
。
三
四
日
許
有
テ
ゾ
、
心
地
直
タ
リ
ケ
ル
。
ｆ
其
ノ
時
ニ
、

暦0

ヲ
見
ケ
レ
バ
、
其
ノ
夜
、
忌
夜
行
日

0

0

0

0

ニ
当
タ
リ
ケ
リ
。

　

傍
線
部
ｅ
か
ら
は
、
尊
勝
陀
羅
尼
の
一
信
仰
形
態
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き

る
。
阿
闍
梨
に
陀
羅
尼
を
書
い
て
も
ら
い
、
襟
首
に
縫
い
込
め
た
と
い
う
の
で

あ
る
）
17
（

。
こ
こ
で
、
尊
勝
陀
羅
尼
を
ど
の
よ
う
に
書
写
し
て
、
ま
た
な
ぜ
襟
首
に

縫
い
込
め
て
所
持
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
伝
源
信
作
『
菩
提
集
』「
往
生
極

楽
証
大
菩
提
要
文
」
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

又
千
手
陀
羅
尼
・
尊
勝
陀
羅
尼

0

0

0

0

0

・
光
明
真
言
ヲ
持
ツ
人
ノ
ワ
タ
ル
川
ノ
中
ノ

有
情
、
一
切
ノ
悪
業
皆
滅
シ
テ
浄
土
ニ
生
ス
。
或
ハ
持
ツ
人
ノ
身
ヲ
フ
ク
風
ニ
ア

タ
ル
衆
生
、
皆
三
悪
道
ヲ
離
テ
浄
土
ニ
生
ス
。
或
ハ
ハ
タ
ホ
コ
ノ
末
ニ
陀
羅
尼

ノ
文
字
ヲ
書
テ
、
四
方
ノ
風
ニ
フ
カ
シ
ム
ル
ニ
モ
、
風
ニ
当
ル
衆
生
、
皆
解
脱

ヲ
得
ト
説
ク
。（
中
略
）
サ
レ
ハ
能
可p

信
ス
。
信
シ
テ
タ
モ
ラ
ハ
此
身
即
仏
ナ
リ
。

タ
ラ
尼
ノ
文
字
ヲ
フ
ク
風
ニ
ア
タ
ル
モ
ノ
タ
ニ
モ
、
一
切
ノ
罪
滅
シ
テ
浄
土
ニ

生
ス
。
マ
シ
テ
身
ニ
ナ
レ
持
チ
、
口
ニ
ナ
レ
ヨ
ム
人
ハ
、
更
ニ
不p

可p

疑
。

定
テ
極
楽
ニ
往
生
ス
ル
也
。
口
ニ
ヨ
ム
ハ
、
ヨ
マ
ヌ
時
モ
ア
リ
。
身
ニ
タ
モ
ツ
ハ
、

ネ
テ
モ
サ
メ
テ
モ
夜
モ
ヒ
ル
モ
身
ヲ
ハ
ナ
ル
時
ナ
シ
。
梵
字

0

0

ニ
カ
キ
テ
頸
ニ
モ

カ
ケ
、
キ
ヌ
ノ
ウ
ラ
ニ
シ
ツ
ヽ
ミ
、
モ
ト
ヽ
リ
ノ
中
ニ
モ
マ
キ
コ
メ
テ
ハ
、

ヨ
ソ
ノ
人
ノ
身
ニ
カ
ケ
タ
ル
ヲ
風
ノ
吹
カ
ケ
タ
ル
タ
ニ
モ
、
一
切
ノ
罪
ノ
コ

リ
無
ク
ウ
セ
テ
仏
ニ
成
ル
。
マ
シ
テ
我
身
ニ
カ
ケ
タ
ラ
ン
人
ハ
云
カ
ギ
リ
ニ
非

ス
。 

（
恵
心
僧
都
全
集
五
‐
四
五
八
〜
四
五
九
）

千
手
陀
羅
尼
や
尊
勝
陀
羅
尼
な
ど
の
文
字
を
吹
く
風
に
当
た
る
だ
け
で
も
罪
を

滅
ぼ
し
て
浄
土
に
往
生
す
る
。
ま
し
て
陀
羅
尼
を
身
に
持
ち
、
口
に
読
誦
す
る

人
は
な
お
さ
ら
で
あ
る
。
身
に
た
も
つ
と
は
、
梵
字
で
書
い
て
頸
に
か
け
た
り
、

着
物
の
中
に
包
み
込
ん
だ
り
、
髻
の
中
に
巻
き
込
め
た
り
す
る
こ
と
で
あ
る
）
18
（

。

こ
れ
は
ま
さ
に
傍
線
部
ｅ
と
通
じ
て
お
り
、
そ
の
理
論
的
な
根
拠
と
い
え
よ
う
。

で
は
一
体
、
こ
の
『
菩
提
集
』
の
記
述
は
何
に
基
づ
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

陀
羅
尼
を
吹
く
風
が
帯
び
る
塵
が
身
上
に
落
ち
て
も
、
等
し
く
罪
を
滅
ぼ
し

不
退
転
を
得
る
と
説
く
文
句
は
、
各
種
の
尊
勝
陀
羅
尼
の
経
典
や
儀
軌
に
確
認

で
き
る
。
中
国
に
お
け
る
受
容
に
あ
た
り
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
、
仏
陀

波
利
訳
『
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
経
）
19
（

』
に
よ
り
検
証
す
る
と
、
次
の
傍
線
部
が
対
応

し
て
い
る
。

仏
告w

天
帝a

若
人
能
書w

写
此
陀
羅
尼a

安w

高
幢
上a

或
安w

高
山a

或

安w

楼
上a

乃
至
安w

置
窣
堵
波
中z

天
帝
、
若
有w

苾
芻
・
苾
芻
尼
・
優

婆
塞
・
優
婆
夷
・
族
姓
男
・
族
姓
女a

於w

幢
等
上a

或
見
、
或
与
相
近

其
影
映p

身
、
或
風
吹w

陀
羅
尼
上q

幢
等
上
塵
落
在w

身
上z

天
帝
、
彼
諸

衆
生
所
有
罪
業
、
応p

堕w

悪
道
地
獄
・
畜
生
、
閻
羅
王
界
・
餓
鬼
界
・
阿

修
羅
身a
悪
道
之
苦
、
皆
悉
不p

受
、
亦
不p

為w

罪
垢
染
汚z

天
帝
、
此
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等
衆
生
為e

一
切
諸
仏
之
所w

授
記a

皆
得e

不
退
転
於w

阿
耨
多
羅
三
藐
三

菩
提z 

（
大
正
一
九
‐
三
五
一
中
）

こ
こ
で
は
、『
菩
提
集
』
に
説
く
往
生
浄
土
の
利
益
に
関
し
て
は
言
及
し
て
い

な
い
が
、
風
を
媒
体
と
し
て
陀
羅
尼
の
験
力
を
蒙
り
解
脱
を
得
る
と
い
う
共
通

点
は
認
め
ら
れ
よ
う
。

　

ほ
か
に
、
陀
羅
尼
を
書
写
し
身
に
つ
け
て
功
徳
を
得
る
こ
と
を
説
く
経
典
は

い
く
つ
か
あ
る
）
20
（

。
そ
の
う
ち
『
菩
提
集
』
の
記
述
と
最
も
類
似
す
る
の
は
、
左

に
挙
げ
た
不
空
訳
『
大
随
求
陀
羅
尼
経
』
巻
下
の
文
で
あ
る
。

復
次
大
梵
、
其
天
帝
釈
共w

阿
蘇
羅q
闘
戦
之
時
、
帝
釈
常
以w

此
陀
羅
尼a

置w

於
頂
髻
珠
中q

帯
持
。
帝
釈
天
衆
不p
被w

傷
損a

而
常
得p

勝
安
穏
還

p

宮
。
初
発
心
菩
薩
乃
至
究
竟
地
菩
薩
、
帯
持
能
離w

種
種
障
難
魔
業q

故
。

若
有p

人
帯w

此
陀
羅
尼a

一
切
如
来
之
所w
加
持a
一
切
菩
薩
之
所w

護

念a

一
切
人
天
国
王
・
王
子
・
大
臣
・
婆
羅
門
・
長
者
常
恒
恭
敬
礼
拝
承

事
、
一
切
天
・
龍
・
阿
蘇
羅
・
蘗
路
茶
・
緊
那
羅
・
摩
睺
羅
伽
・
人
非
人

等
皆
供w

養
彼
帯
持
者z

彼
等
天
龍
八
部
皆
言
、
彼
人
是
大
丈
夫
。
如
来

復
言
、
彼
善
男
子
・
善
女
人
、
能
摧w

一
切
魔
障a

離w

一
切
疾
病a
離w

一
切
災
横a

除w

一
切
憂
悩a

恒
為e

一
切
天
龍
之
所w

守
護z

 

（
大
正
二
〇
‐
六
二
二
中
）

傍
線
部
で
、
帝
釈
天
は
阿
修
羅
と
戦
う
際
、
常
に
大
随
求
陀
羅
尼
を
頭
頂
の
髻

珠
に
安
置
し
た
も
っ
て
い
た
た
め
、
帝
釈
天
が
率
い
る
天
衆
は
傷
つ
き
損
な
わ

れ
る
こ
と
な
く
常
に
勝
利
を
お
さ
め
安
穏
に
帰
還
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
。

こ
の
よ
う
に
、
大
随
求
陀
羅
尼
を
佩
帯
す
る
者
は
、
諸
仏
菩
薩
や
天
龍
八
部
に

守
護
さ
れ
て
、
魔
障
や
災
害
か
ら
身
を
守
ら
れ
る
の
で
あ
る
）
21
（

。『
菩
提
集
』
に

み
る
、
陀
羅
尼
を
髻
の
中
に
安
置
し
て
身
に
た
も
つ
と
い
う
方
法
は
、
右
の
経

文
に
よ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
古
代
中
世
の
日
本
に
お
い
て
、
様
々
な

陀
羅
尼
は
、
そ
の
信
仰
形
態
に
交
渉
が
あ
り
、
混
同
し
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ

る
。

　

傍
線
部
ｆ
に
み
る
忌
夜
行
日
な
ど
の
情
報
が
載
っ
て
い
る
暦
は
、
公
卿
の
間

で
広
く
用
い
ら
れ
て
い
た
具
注
暦
の
こ
と
を
指
す
で
あ
ろ
う
。
具
注
暦
の
内
容

や
用
途
な
ど
に
つ
い
て
は
、
ま
た
稿
を
改
め
て
論
じ
た
い
。

Ⅴ　

此
ヲ
思
フ
ニ
、
尊
勝
陀
羅
尼
ノ
霊
験
極
テ
貴
シ
。
然
レ
バ
、
人
ノ
身
ニ

必
ズ
可
副
奉
キ
也
ケ
リ
。
若
君
モ
其
ノ
尊
勝
陀
羅
尼
衣
ノ
頸
ニ
有
リ
ト
云

フ
事
不
知
給
ザ
リ
ケ
リ
。

　

其
ノ
比
、
ｇ
此
ノ
事
ヲ
聞
キ
及
ブ
人
、
皆
尊
勝
陀
羅
尼
ヲ
書
テ
守
ニ
シ

テ
ナ
ム
具
シ
奉
ケ
リ
ト
ナ
ム
語
リ
伝
ヘ
タ
ル
ト
ヤ
。

　

最
後
に
、
傍
線
部
ｇ
常
行
の
話
を
聞
き
及
ん
だ
人
々
は
、
す
べ
て
尊
勝
陀
羅

尼
を
書
写
し
護
符
と
し
て
身
に
具
し
た
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。
Ｉ
『
元
亨
釈

書
』・
Ｊ
『
真
言
伝
』
を
除
い
て
、
諸
類
話
に
尊
勝
陀
羅
尼
を
護
符
と
す
る
記

述
が
み
え
る
。
護
符
に
す
る
論
理
的
根
拠
や
三
種
の
た
も
ち
か
た
に
関
し
て
、

Ⅳ
の
傍
線
部
ｅ
で
既
に
検
討
し
た
が
、
補
足
と
し
て
、『
沙
石
集
』
巻
九
第
十

八
話
「
愚
痴
の
僧
の
牛
に
成
り
た
る
事
」
第
五
段
の
結
末
部
分
を
紹
介
し
た
い
。

「
守
り
ば
し
や
、
持
ち
た
る
」
と
云
ふ
に
、「
さ
る
事
な
し
」
と
答
ふ
。

着
物
の
中
ま
で
見
れ
ど
も
、
守
り
と
思
し
き
物
な
し
。
あ
ま
り
に
不
思
議
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に
覚
え
て
見
る
ほ
ど
に
、
尊
勝
陀
羅
尼
書
き
た
る
紙
を
、
引
き
裂
き
て
、

元
結
に
し
た
る
を
見
出
し
て
、
こ
の
陀
羅
尼
の
徳
と
ぞ
知
り
け
り
。
守
り

は
人
の
持
つ
べ
き
物
な
り
。
自
ら
知
ら
ざ
る
、
な
ほ
益
あ
り
。
崇
め
て
持

た
む
徳
、
疑
ふ
べ
か
ら
ず
。
こ
の
事
、
文
永
年
中
の
比
な
り
け
り
。

文
永
年
中
（
一
二
六
四
〜
一
二
七
五
）、
尾
張
国
甚
目
寺
界
隈
に
、
一
人
の
菜

を
摘
む
女
童
が
、
尊
勝
陀
羅
尼
の
書
か
れ
た
紙
を
引
き
裂
き
髻
を
ゆ
い
束
ね
た

お
か
げ
で
、
蛇
か
ら
身
を
守
っ
た
と
い
う
話
で
あ
る
。
常
行
の
伝
承
が
、
貴
族

社
会
に
お
け
る
尊
勝
陀
羅
尼
信
仰
の
投
影
だ
と
す
れ
ば
、『
沙
石
集
』
の
話
は
、

一
般
庶
民
の
日
常
に
お
け
る
尊
勝
陀
羅
尼
信
仰
の
縮
図
だ
と
言
え
よ
う
。
つ
ま

り
中
世
に
は
、
尊
勝
陀
羅
尼
を
書
写
し
て
身
に
つ
け
、
護
符
に
す
る
と
い
う
信

仰
形
態
は
、
社
会
全
体
に
広
ま
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

後
半
（
Ⅳ
・
Ⅴ
）
の
尊
勝
陀
羅
尼
を
護
符
と
し
て
用
い
る
と
い
う
信
仰
形
態

は
、
古
来
の
経
幢
を
立
て
た
り
、
卒
塔
婆
に
安
置
し
た
り
、
土
砂
加
持
し
た
り

す
る
法
会
の
場
で
の
や
り
か
た
と
は
異
な
り
、
日
常
的
な
場
で
の
も
の
で
あ
る
。

し
か
も
、
そ
れ
は
貴
族
社
会
の
み
な
ら
ず
、
少
な
く
と
も
鎌
倉
時
代
に
は
、
庶

民
階
層
ま
で
広
ま
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
種
の
習
わ
し
の
起
源
伝
承
が
、

藤
原
北
家
の
人
物
を
め
ぐ
る
説
話
で
あ
る
こ
と
は
、
当
時
に
お
け
る
摂
関
家
の

文
化
影
響
力
の
大
き
さ
を
物
語
っ
て
い
よ
う
。
大
陸
か
ら
の
先
進
文
明
に
比
較

的
容
易
に
触
れ
合
う
こ
と
が
で
き
て
い
た
摂
関
家
に
は
、
新
た
な
信
仰
形
態
を

生
み
出
す
力
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

五
　
お
わ
り
に

　

小
稿
で
は
、
ま
ず
院
政
期
ま
で
の
日
本
に
お
け
る
尊
勝
陀
羅
尼
の
受
容
状
況

を
検
証
し
た
。
現
存
す
る
文
献
史
料
か
ら
す
れ
ば
、
尊
勝
陀
羅
尼
は
平
安
時
代

の
貴
族
社
会
や
上
級
階
層
に
お
け
る
受
容
し
か
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

と
り
わ
け
摂
関
家
は
、
早
い
段
階
か
ら
様
々
な
祈
禱
や
供
養
の
場
面
に
お
い
て

尊
勝
陀
羅
尼
を
用
い
た
記
録
が
残
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
史
料
が
乏
し
い
中
、

一
般
庶
民
の
間
に
お
い
て
も
梵
字
で
書
か
れ
た
尊
称
陀
羅
尼
を
護
符
と
し
て
身

に
つ
け
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
点
に
お
い
て
は
、『
今
昔
』
巻
十
四
第
四
十
二

話
「
依
尊
勝
陀
羅
尼
験
力
遁
鬼
難
語
」
を
は
じ
め
と
す
る
藤
原
常
行
の
伝
承
は

貴
重
な
史
料
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
推
測
す
る
と
、
仏
事
儀
礼
な
ど
非
日
常
的
な

場
の
み
な
ら
ず
、
尊
勝
陀
羅
尼
は
、
藤
原
氏
の
日
常
生
活
に
ま
で
染
み
込
ん
で

い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
、
藤
原
氏
の
影
響
力
の
下
で
、
尊
勝
陀
羅
尼
の
新

た
な
信
仰
形
態
が
生
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

次
に
、
話
の
要
素
が
最
も
整
っ
て
い
る
『
今
昔
』
巻
十
四
第
四
十
二
話
の
構

造
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
藤
原
常
行
・
藤
原
高
藤
・
藤
原
師
輔
に
ま
つ

わ
る
尊
勝
陀
羅
尼
の
霊
験
譚
の
構
造
の
類
似
や
共
通
の
題
材
の
存
在
を
確
認
し

た
。
百
鬼
夜
行
説
話
に
お
け
る
主
人
公
は
、
藤
原
北
家
の
人
物
で
あ
る
も
の
が

多
い
。
し
か
も
、
個
々
の
説
話
や
伝
承
に
は
類
似
す
る
モ
チ
ー
フ
が
用
い
ら
れ

て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
ほ
ど
類
似
す
る
伝
承
が
多
数
存
在
す
る
こ

と
は
、
そ
の
伝
承
群
が
定
型
化
し
た
パ
タ
ー
ン
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
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て
い
る
。
そ
れ
が
広
ま
っ
た
理
由
と
し
て
は
、
何
ら
か
の
人
為
的
働
き
が
考
え

ら
れ
よ
う
。
し
か
も
そ
れ
は
、
藤
原
北
家
の
人
と
関
わ
っ
て
い
る
に
違
い
な
い
。

そ
の
結
果
、
尊
勝
陀
羅
尼
の
利
益
を
説
く
百
鬼
夜
行
説
話
の
主
人
公
が
、
例
外

な
く
藤
原
氏
の
人
物
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

最
後
に
、
尊
勝
陀
羅
尼
を
護
符
と
し
て
身
に
つ
け
て
所
持
す
る
理
論
的
根
拠

を
検
討
し
た
。
不
空
訳
『
大
随
求
陀
羅
尼
経
』
な
ど
漢
訳
仏
典
に
そ
の
源
流
を

持
ち
な
が
ら
、
当
時
流
行
し
て
い
た
、
尊
勝
陀
羅
尼
読
誦
を
往
生
浄
土
の
行
業

と
す
る
見
方
と
大
き
く
関
連
し
て
い
よ
う
。
伝
源
信
作
『
菩
提
集
』「
往
生
極

楽
証
大
菩
提
要
文
」
の
記
述
は
、
そ
の
一
端
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

﹇
使
用
テ
ク
ス
ト
﹈　

主
に
以
下
に
依
拠
し
つ
つ
、
適
宜
、
句
読
点
等
を
私
に
改
め
た
。

『
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
経
』『
大
随
求
陀
羅
尼
経
』
＝
大
正
新
脩
大
蔵
経
。『
う
つ
ほ
物
語
』

『
栄
花
物
語
』『
大
鏡
』『
建
礼
門
院
右
京
大
夫
集
』『
平
家
物
語
』『
沙
石
集
』
＝
新
編

日
本
古
典
文
学
全
集
。『
小
右
記
』
＝
大
日
本
古
記
録
。『
今
昔
物
語
集
』『
江
談
抄
』『
古

本
説
話
集
』『
宝
物
集
』
＝
新
日
本
古
典
文
学
大
系
。『
打
聞
集
』
＝
東
辻
保
和
『
打
聞

集
の
研
究
と
総
索
引
』（
清
文
堂
、
一
九
八
一
・
一
）。『
菩
提
集
』
＝
恵
心
僧
都
全
集
。

『
元
亨
釈
書
』『
和
久
良
半
の
御
法
』『
公
卿
補
任
』
＝
新
訂
増
補
国
史
大
系
。『
真
言
伝
』

＝
説
話
研
究
会
編
『
対
校
真
言
伝
』（
勉
誠
社
、
一
九
八
八
・
九
）。『
説
経
才
学
抄
』

＝
真
福
寺
善
本
叢
刊
。『
永
正
五
年
狂
歌
合
』
＝
狂
歌
大
観
。『
文
明
年
中
応
制
詩
歌
』

＝
続
群
書
類
従
。『
付
喪
神
記
』（
国
立
国
会
図
書
館
蔵
）
＝
室
町
時
代
物
語
大
成
。

注

（
１

）　

馬
場
あ
き
子
『
鬼
の
研
究
』（
三
一
書
房
、
一
九
七
一
・
六
↓
ち
く
ま
文
庫
、
一
九

八
八
・
一
二
）。

（
２

）　

伊
藤
昌
広
「
百
鬼
夜
行
譚
」（『
中
世
近
世
文
学
研
究
』
第
一
二
号
、
一
九
七
九
・
一

↓
『
伝
承
文
学
研
究
』
第
三
〇
／
三
一
号
、
一
九
八
四
・
八
／
八
五
・
五
↓
小
松
和
彦

編
『
怪
異
の
民
俗
学
４

鬼
』
河
出
書
房
、
二
〇
〇
〇
・
一
〇
再
収
）、
田
中
貴
子
『
百

鬼
夜
行
の
見
え
る
都
市
』（
新
曜
社
、
一
九
九
四
・
三
↓
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
二
〇
〇

二
・
一
二
）、
小
松
和
彦
『
百
鬼
夜
行
絵
巻
の
謎
』（
集
英
社
新
書
、
二
〇
〇
九
・
一
）

な
ど
参
照
。

（
３

）　

元
禄
六
年
（
一
六
九
三
）
刊
本
で
あ
る
が
、
Ｉ
『
元
亨
釈
書
』
を
踏
襲
し
た
類
話
と

し
て
、『
真
言
礦
石
集
』
巻
四
末
第
七
話
「
尊
勝
陀
羅
尼
功
徳
ノ
事
」
が
確
認
で
き
る
。

関
口
静
雄
・
寺
津
麻
理
絵
「
惟
宝
蓮
体
『
真
言
礦
石
集
』
翻
刻
と
解
題
（
そ
の
四
）」（『
学

苑
』
第
八
八
一
号
、
二
〇
一
四
・
三
）、
山
崎
淳
「『
礦
石
集
』
巻
第
四
末
７

話
「
尊
勝

陀
羅
尼
功
能
ノ
事
」
に
つ
い
て
│
先
行
作
品
と
の
関
わ
り
か
ら
│
」（
神
戸
説
話
研
究

会
編
『
論
集
中
世
・
近
世
説
話
と
説
話
集
』
和
泉
書
院
、
二
〇
一
四
・
九
）
な
ど
参
照
。

（
４

）　

詞
書
付
き
の
絵
巻
で
、
現
存
最
古
の
崇
福
寺
本
は
室
町
時
代
の
成
立
と
さ
れ
る
。
た

だ
そ
こ
に
は
、
陀
羅
尼
に
よ
っ
て
付
喪
神
の
難
を
逃
れ
る
章
段
が
欠
落
し
て
い
る
。
国

立
国
会
図
書
館
本
に
よ
る
と
、
康
保
（
九
六
四
〜
九
六
八
）
年
間
、
時
の
関
白
（
藤
原

実
頼
）
が
臨
時
の
除
目
で
参
内
す
る
途
中
に
、
付
喪
神
に
よ
る
祭
礼
の
行
列
と
遭
遇
し

た
と
こ
ろ
、
そ
の
身
に
か
け
て
い
た
尊
勝
陀
羅
尼
の
「
御
守
」
か
ら
火
炎
が
出
て
、
変

化
の
も
の
た
ち
を
追
い
払
っ
た
。
後
日
、
事
情
を
聴
聞
し
た
天
皇
の
勅
命
に
よ
り
、「
如

法
尊
勝
の
大
法
」
が
行
わ
れ
、
付
喪
神
が
引
き
起
こ
し
た
騒
ぎ
に
終
止
符
が
打
た
れ
た

と
い
う
。
注
目
す
べ
き
は
、
こ
の
話
は
Ｍ
『
和
久
良
半
の
御
法
』・
Ｎ
『
文
明
年
中
応

制
詩
歌
』・
Ｏ
『
永
正
五
年
狂
歌
合
』
に
み
え
る
、
実
頼
の
養
子
に
あ
た
る
藤
原
実
資

の
伝
承
と
と
も
に
、
室
町
時
代
以
降
の
資
料
に
登
場
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
資

料
の
う
ち
、
説
話
な
ど
文
学
作
品
に
登
場
す
る
百
鬼
夜
行
と
異
な
り
、
器
物
の
変
化
で

あ
る
付
喪
神
を
百
鬼
夜
行
と
み
な
す
も
の
（
Ｏ
）
も
あ
る
。
時
代
が
下
る
に
つ
れ
て
、

百
鬼
夜
行
の
イ
メ
ー
ジ
が
変
化
し
て
い
く
こ
と
の
裏
付
け
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
な
お
、

『
付
喪
神
記
』
諸
本
の
異
同
に
関
し
て
は
、
筧
真
理
子
「「
付
喪
神
絵
巻
」
の
諸
本
に
つ

い
て
」（『
博
物
館
だ
よ
り
』
第
一
五
号
、
岐
阜
市
歴
史
博
物
館
、
一
九
九
〇
・
四
）
参

照
。

（
５

）　

類
話
と
し
て
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
『
百
鬼
夜
行
図
』（
江
戸
前
期
、
狩
野
洞
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雲
筆
）
に
は
、
江
戸
の
儒
学
者
で
あ
る
鶴か

く

山ざ
ん

野
節
（
人ひ

と

見み

竹ち
く

洞ど
う

（　

〜
一
六
九
六
））

に
よ
る
跋
文
が
あ
り
、
藤
原
師
輔
が
賢
徳

0

0

に
よ
り
百
鬼
夜
行
の
危
機
を
免
れ
た
話
に
つ

い
て
触
れ
て
は
い
る
が
、
尊
勝
陀
羅
尼
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
一
方
、
類
似
す
る
趣

意
を
持
つ
、
岩
瀬
文
庫
蔵
『
百
鬼
夜
行
画
巻
』（
近
世
前
期
頃
の
筆
蹟
を
模
写
し
た
幕

末
頃
の
模
本
）
の
跋
文
は
、
Ｂ
『
大
鏡
』
参
照
と
明
記
し
た
う
え
で
、
師
輔
が
陀
羅
尼

の
験
力
を
蒙
っ
た
と
す
る
。
両
跋
文
に
注
目
し
た
研
究
は
、
名
倉
ミ
サ
子
「
百
鬼
夜
行

絵
巻
跋
文
に
お
け
る
儒
学
的
受
容
」（『
愛
知
県
立
大
学
文
字
文
化
財
研
究
所
紀
要
』
第

四
号
、
二
〇
一
八
・
三
）
が
あ
る
。
名
倉
氏
は
岩
瀬
文
庫
本
を
歴
博
本
の
摸
本
と
す
る
。

な
お
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
・
国
文
学
研
究
資
料
館
・
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン

タ
ー
編
『
百
鬼
夜
行
の
世
界
』（
角
川
学
芸
出
版
、
二
〇
〇
九
・
九
）
参
照
。

（
６

）　

上
川
通
夫
「
尊
勝
陀
羅
尼
の
受
容
と
そ
の
転
回
」（
中
野
玄
三
編
『
方
法
と
し
て
の

仏
教
文
化
史
│
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
イ
メ
ー
ジ
の
歴
史
学
│
』、
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
〇
・

一
一
↓
上
川
通
夫
『
日
本
中
世
仏
教
と
東
ア
ジ
ア
世
界
』
第
四
章
、
塙
書
房
、
二
〇
一

二
・
二
）
な
ど
参
照
。

（
７

）　

尊
勝
陀
羅
尼
が
仏
陀
波
利
に
よ
っ
て
請
来
さ
れ
た
と
い
う
説
話
は
、
仏
陀
波
利
訳

『
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
経
』
序
文
な
ど
に
み
え
る
。『
今
昔
』
巻
六
第
十
話
「
仏
陀
波
利
、

尊
勝
真
言
渡
震
旦
語
」
は
、
こ
の
話
を
『
三
宝
感
応
要
略
録
』
巻
中
第
三
十
六
話
「
尊

勝
陀
羅
尼
請
来
感
応
出
経
序
及

目
録
等
文
」
か
ら
書
承
し
て
い
る
。
中
国
に
お
け
る
尊
勝
陀
羅
尼
受

容
の
研
究
と
し
て
、
近
年
で
は
、
郭
麗
英
「
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
の
伝
播
と
儀
式
」（『
天

台
学
報
』
特
別
号
、
二
〇
〇
七
・
一
〇
）、
湯
山
明
「
西
夏
流
伝
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
│

黒
水
城
・
北
京
・
開
城
間
の
伝
播
考
│
」（『
奥
田
聖
応
先
生
頌
寿
記
念
イ
ン
ド
学
仏
教

学
論
集
』、
佼
成
出
版
社
、
二
〇
一
四
・
三
）、
下
野
鈴
子
『
敦
煌
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
経

変
相
図
の
研
究
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
七
・
二
）
な
ど
参
照
。
な
お
、
尊
勝
陀
羅
尼

の
梵
本
・
漢
訳
・
チ
ベ
ッ
ト
訳
諸
伝
本
の
研
究
に
つ
い
て
、
干
潟
龍
祥
「
仏
頂
尊
勝
陀

羅
尼
経
諸
伝
の
研
究
」（『
密
教
研
究
』
第
六
八
号
、
一
九
三
九
・
一
）
は
じ
め
、
先
学

の
蓄
積
は
多
々
あ
る
。
中
で
も
注
目
に
値
す
る
の
は
、
佐
々
木
大
樹
氏
の
研
究
で
、
特

に
一
連
の
研
究
を
ま
と
め
た
博
士
論
文
「
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
の
研
究
」（
大
正
大
学
甲

第
45
号
、
二
〇
〇
八
・
三
）
で
あ
る
。

（
８

）　
『
大
日
本
古
文
書　

編
年
文
書
』
第
七
巻
所
収
、
天
平
八
年
（
七
三
六
）
十
一
月
二

十
四
日
「
高
屋
赤
万
呂
写
経
請
本
帳
」
に
「
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
二
巻
…
…
仏
頂
尊
勝
陀

羅
尼
一
」
と
み
え
る
の
は
、
日
本
で
の
初
見
で
あ
る
。
前
掲
注（
６

）上
川
通
夫
氏
論
文

参
照
。

（
９

）　

速
水
侑
「
光
明
真
言
と
平
安
浄
土
教
」（『
平
安
貴
族
社
会
と
仏
教
』
第
二
章
第
二
節
、

吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
五
・
二
）、
前
掲
注（
６

）上
川
通
夫
氏
論
文
、
笹
生
衛
「
円
仁

と
『
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
経
』、
そ
し
て
古
代
日
本
の
滅
罪
信
仰
」（
鈴
木
靖
民
『
円
仁
と

石
刻
の
史
料
学
』
高
志
書
院
、
二
〇
一
一
・
一
一
）
な
ど
参
照
。

（
10
）　

後
世
の
作
品
で
は
、『
高
野
山
往
生
伝
』
第
二
十
話
（
増
延
）・
第
二
十
八
話
（
宗
賢
）

に
尊
勝
陀
羅
尼
読
誦
を
往
生
の
行
業
に
当
て
る
記
述
が
み
え
、『
平
家
物
語
』
巻
六
「
飛

脚
到
来
」
に
も
尊
勝
陀
羅
尼
の
書
写
供
養
が
確
認
で
き
る
。

（
11
）　

清
和
天
皇
の
在
位
期
間
は
、
天
安
二
年
（
八
五
八
）
〜
貞
観
十
八
年
（
八
七
六
）。『
公

卿
補
任
』
に
よ
る
と
、
藤
原
良
相
は
、
貞
観
九
年
（
八
六
七
）
十
月
十
日
に
右
大
臣
正

二
位
で
薨
じ
、
贈
正
一
位
で
あ
る
。
藤
原
常
行
は
、
貞
観
十
七
年
（
八
七
五
）
二
月
十

七
日
に
大
納
言
正
三
位
で
薨
じ
、
贈
従
二
位
で
あ
る
。

（
12
）　

醍
醐
天
皇
の
在
位
期
間
は
、
寛
平
九
年
（
八
九
七
）
〜
延
長
八
年
（
九
三
〇
）。
そ

の
間
、
元
服
ま
で
の
少
年
時
代
を
過
ご
し
た
の
は
藤
原
実
頼
と
藤
原
師
輔
で
あ
る
。
一

方
、
藤
原
高
藤
は
、
昌
泰
二
年
（
八
九
九
）
二
月
十
四
日
に
大
納
言
、
そ
の
翌
年
正
月

二
十
八
日
に
内
大
臣
に
就
任
し
て
、
同
年
三
月
十
二
日
に
薨
じ
た
（
贈
正
一
位
太
政
大

臣
）
と
『
公
卿
補
任
』
に
あ
る
。

（
13
）　

ち
な
み
に
、『
今
昔
』
巻
二
十
二
第
五
話
「
閑
院
冬
嗣
右
大
臣
幷
子
息
語
」
に
は
、「
三

郎
ハ
良
相
ノ
右
大
臣
ト
申
ケ
ル
。
世
ニ
西
三
条
ノ
右
大
臣
ト
申
ハ
此
也
。
其
ノ
比
、
浄

蔵
大
徳
ト
云
フ
止
事
無
キ
行
者
有
ケ
リ
。
其
ノ
人
ト
極
ジ
キ
檀
越
ト
シ
テ
、
大
臣
千
手

0

0

陀
羅
尼

0

0

0

ノ
霊
験
蒙
リ
給
ヘ
ル
人
也
」
と
あ
り
、
常
行
の
父
に
当
た
る
良
相
に
ま
つ
わ
る

千
手
陀
羅
尼
の
霊
験
譚
に
つ
い
て
言
及
す
る
が
、
そ
の
実
態
は
未
詳
で
あ
る
。
類
似
す

る
記
述
と
し
て
、『
大
鏡
』
天
巻
「
右
大
臣
良
相
」
に
は
、「
西
三
条
の
大
臣
と
申
す
。

浄
蔵
常
額
を
御
祈
の
師
に
て
お
は
す
。
千
手
陀
羅
尼

0

0

0

0

0

の
験
徳
か
ぶ
り
た
ま
ふ
人
な
り
」

と
み
え
る
。
親
子
と
も
に
陀
羅
尼
の
霊
験
を
蒙
っ
た
人
物
と
さ
れ
る
点
は
、
注
目
に
値
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す
る
。

（
14
）　
『
多
元
文
化
』
第
七
号
、
二
〇
一
八
・
二
。
な
お
、
前
掲
注（
２

）田
中
貴
子
氏
著
書

参
照
。

（
15
）　
「
野
篁
其
時
奉w

為
高
藤q

致w

芳
意a

令p

遇w

鬼
神q

云
々
」
と
あ
り
、
藤
原
高
藤
と

百
鬼
夜
行
と
の
遭
遇
は
、
実
は
小
野
篁
の
手
配
だ
と
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
こ
の
話
に

次
い
で
、『
江
談
抄
』
巻
三
第
三
十
九
話
「
野
篁
為
閻
魔
庁
第
二
冥
官
事
」
に
は
、
こ

の
事
件
の
後
日
談
が
載
っ
て
い
る
。
高
藤
は
、
自
分
を
百
鬼
夜
行
に
遇
わ
せ
た
仕
返
し

に
篁
の
乗
り
物
を
切
っ
た
が
、
篁
が
咎
を
問
い
に
来
た
と
こ
ろ
、
突
如
と
し
て
気
を

失
っ
た
。
篁
の
助
け
で
蘇
生
で
き
た
高
藤
は
、
自
分
が
あ
っ
と
い
う
間
に
閻
魔
庁
に
連

れ
ら
れ
、
篁
が
第
二
の
冥
官
で
あ
る
こ
と
を
告
げ
ら
れ
た
と
述
べ
、
篁
を
礼
拝
し
た
と

い
う
。『
江
談
抄
』
に
連
続
で
記
さ
れ
た
こ
の
二
話
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
篁
が
冥
官

で
あ
る
故
に
高
藤
を
百
鬼
夜
行
に
遇
わ
せ
た
り
、
高
藤
を
蘇
生
さ
せ
た
り
で
き
た
の
だ

と
言
え
る
。
裏
を
返
せ
ば
、
冥
途
の
鬼
を
支
配
で
き
る
篁
が
高
藤
に
遇
わ
せ
た
百
鬼
夜

行
は
、
冥
途
の
鬼
の
類
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
藤
原
良
相
が
冥
官
小
野
篁
の
助
け
で

冥
途
か
ら
蘇
っ
た
説
話
は
、『
今
昔
』
巻
二
十
第
四
十
五
話
「
小
野
篁
、
依
情
助
西
三

条
大
臣
語
」
に
み
え
る
。

（
16
）　

百
鬼
夜
行
の
形
状
描
写
に
つ
い
て
、
中
村
由
紀
「
百
鬼
夜
行
説
話
の
研
究
」（『
島
根

国
語
国
文
』
第
二
号
、
一
九
九
一
・
一
二
）、
横
田
淑
子
「〝
百
鬼
夜
行
譚
〞
に
み
る
〝
闇
〞

の
力
│
『
打
聞
集
』
二
十
三
「
尊
勝
陀
羅
尼
事
」
を
中
心
に
」（『
仏
教
説
話
の
世
界
』、

か
た
り
べ
叢
書
三
四
、
一
九
九
二
・
三
）、
前
田
秩
月
子
「『
百
鬼
夜
行
』
と
『
付
喪
神
』

│
本
文
と
図
像
の
関
係
か
ら
│
」（『
古
典
文
学
研
究
』
第
七
号
、
一
九
九
九
・
三
）、

宇
津
木
言
行
「
呪
詛
（
怒
る
）
│
角
三
つ
生
ひ
た
る
鬼
│
」（
日
本
歌
謡
学
会
編
『
古

代
か
ら
近
世
へ　

日
本
の
歌
謡
を
旅
す
る
』、
和
泉
書
院
、
二
〇
一
三
・
一
一
）、
伊
藤

高
広
「
夜
の
都
大
路
│
百
鬼
夜
行
│
」（
日
本
歌
謡
学
会
編
『
古
代
か
ら
近
世
へ　

日

本
の
歌
謡
を
旅
す
る
』、
和
泉
書
院
、
二
〇
一
三
・
一
一
）
な
ど
参
照
。

（
17
）　

類
話
Ｃ
『
江
談
抄
』
に
は
、「
高
藤
不p

知
。
其
衣
中

0

0

乳
母
籠w

尊
勝
陀
羅
尼q

之
故
也
」

と
あ
り
、
藤
原
高
藤
が
知
ら
な
い
う
ち
に
、
乳
母
が
そ
の
衣
の
中

0

0

0

に
密
か
に
尊
勝
陀
羅

尼
を
入
れ
込
ん
だ
と
す
る
。「
衣
中

0

0

」
と
は
異
な
り
、『
今
昔
』
に
お
い
て
「
衣
の
頸

0

0

0

」

に
し
た
の
は
、
話
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
の
仕
掛
け
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
要
す
る
に
、

Ⅲ
に
み
ら
れ
る
、
鬼
た
ち
が
常
行
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
理
由
、
と
り
わ
け

三
回
目
の
鬼
は
、「
始
ヨ
リ
ハ
近
ク
来
テ
、
既
ニ
手
係
ク
許
リ
来
ヌ
」
と
、
前
の
二
回

よ
り
も
常
行
の
近
く
ま
で
や
っ
て
来
て
、
す
で
に
手
を
か
け
ん
ば
か
り
に
な
っ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
失
敗
で
終
わ
っ
た
の
は
、
尊
勝
陀
羅
尼
が
入
っ
て
い
た
常
行
の
襟
を
掴
ま

え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
18
）　

朱
筆
で
衣
領
に
書
く
と
鬼
邪
を
駆
逐
す
る
効
果
が
あ
る
と
い
う
衣
領
符

0

0

0

は
、
敦
煌
文

献
「
護
宅
神
暦
券
」（
ぺ
リ
オ　

三
三
五
八
）
か
ら
報
告
さ
れ
て
い
る
（
大
形
徹
・
坂

出
祥
伸
・
頼
富
本
宏
編
『
道
教
的
密
教
的
辟
邪
呪
物
の
調
査
・
研
究
』（
星
雲
社
、
二

〇
〇
五
・
二
）
参
照
）。

　

そ
れ
と
似
た
よ
う
に
、
陀
羅
尼
を
身
に
つ
け
る
こ
と
に
は
、
呪
術
信
仰
の
色
合
い
が

濃
い
。
空
海
創
作
説
や
最
澄
将
来
説
な
ど
様
々
な
由
来
説
を
持
ち
、
頸
に
掛
け
る
九
重

0

0

守0

は
そ
の
一
種
で
あ
る
（
岩
佐
貫
三
「
架
蔵
本
・
九
重
守
経
と
外
法
箱
へ
の
推
移
」（『
印

度
学
仏
教
学
研
究
』
第
二
六
巻
一
号
、
一
九
七
七
・
一
二
）、
内
田
啓
一
「
諸
尊
図
像
・

陀
羅
尼
等
（
九
重
守
）
に
つ
い
て
│
西
大
寺
本
を
中
心
と
し
て
│
」（『
金
沢
文
庫
研
究
』

第
三
〇
五
号
、
二
〇
〇
〇
・
一
〇
）
な
ど
参
照
）。
ま
た
追
善
目
的
で
、
梵
字
で
書
か

れ
た
尊
勝
陀
羅
尼
の
遺
品
に
つ
い
て
報
告
す
る
研
究
に
、
伊
東
史
朗
「
仏
頂
尊
勝
陀
羅

尼
を
記
銘
・
納
入
す
る
仏
像
二
例
」（『
マ
ン
ダ
ラ
の
諸
相
と
文
化
：
頼
富
本
宏
博
士
還

暦
記
念
論
文
集
』、
二
〇
〇
五
・
一
一
）
が
あ
る
。

（
19
）　

佐
々
木
大
樹
「
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
の
研
究
│
特
に
仏
陀
波
利
の
取
経
伝
説
を
中
心
と

図２　衣領符



百
鬼
夜
行
説
話
に
み
る
尊
勝
陀
羅
尼
信
仰

（103）1032

し
て
│
」（『
大
正
大
学
大
学
院
研
究
論
集
』
第
三
三
号
、
二
〇
〇
九
・
三
）
な
ど
参
照
。

（
20
）　

大
正
新
脩
大
蔵
経
所
収
の
も
の
で
は
、
失
訳
『
阿
吒
婆
拘
鬼
神
大
将
上
仏
陀
羅
尼
神

呪
経
』・
同
『
阿
吒
婆
𤘽
鬼
神
大
将
上
仏
陀
羅
尼
経
』・
同
『
陀
羅
尼
雑
集
』
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
る
。
今
野
本
証
「
身
近
に
あ
る
梵
字
│
お
守
り
・
お
札
・
仏
壇
・
塔
婆
│
」（『
大

法
輪
』
第
七
七
巻
一
〇
号
、
二
〇
一
〇
・
一
〇
）
な
ど
参
照
。

（
21
）　

ま
た
、
陀
羅
尼
を
所
持
す
る
利
益
は
身
辺
の
眷
属
に
も
及
ぶ
。
Ｆ
『
今
昔
』
が
代
表

す
る
藤
原
常
行
の
伝
承
に
お
い
て
、
彼
に
付
き
添
っ
て
い
た
小
舎
人
童
は
話
の
後
半
に

登
場
せ
ず
、
そ
の
結
末
は
明
確
で
は
な
い
。
し
か
し
、
右
の
よ
う
な
陀
羅
尼
所
持
の
功

徳
を
考
慮
に
入
れ
れ
ば
、
小
舎
人
童
も
百
鬼
夜
行
の
危
機
を
逃
れ
た
と
考
え
て
よ
か
ろ

う
。

【
図
版
出
典
】

図
１　
『
国
史
大
辞
典
』
第
十
二
巻
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
一
・
六
、
一
七
五
〜
一
七
六
頁
。

図
２　

大
形
徹
・
坂
出
祥
伸
・
頼
富
本
宏
編
『
道
教
的
密
教
的
辟
邪
呪
物
の
調
査
・
研
究
』、

星
雲
社
、
二
〇
〇
五
・
二
、
五
二
頁
。


